
第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画
評価の考え方及び評価指標（案）について（抜粋版）

参考資料1



御確認のお願い

＜目次＞

１ 第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 骨子・評価の仕組み（全体イメージ）
【R7.7.16合同会議資料再掲】

２ 第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 骨子・評価の仕組み
【R7.7.16合同会議資料再掲】

3 第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画の評価について（イメージ）

４ 計画の総合評価（総合アウトカム） ←ご意見がいただきたい部分

5 施策の評価（中間アウトカム） ←ご意見がいただきたい部分

6 取組の進捗評価

（別紙）計画事業一覧

○ 前回の合同会議（7/16）において、第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画の評価に関する考え方や評価の
仕組みについて御承認いただきました。

○ 計画に位置付ける事業が確定したことに伴い、本編に掲載するアウトカム指標（案）を設定しました。
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３ 第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 評価について（イメージ）
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◇第３次計画の評価方法で評価した場合 ※次ページに補足説明があります。

中間アウトカムの評価
（順調・概ね順調・遅れ）

※参考指標

||

合同会議にて評価
（順調・概ね順調・遅れ）

成果指標〇×
取組の評価

（エピソード等含む）

||

合同会議にて評価
（順調・概ね順調・遅れ）

各取組の達成状況

計画の評価＝合同会議で決定
（順調・概ね順調・遅れ）

基本目標1 認め・支え合う地域づくり
◇施策の中間アウトカムの評価
(1）地域における福祉の担い手づくりと活躍支援

〇活動に繋がった地域人材の数は現状値と比較して増加傾向（指標）
✕福祉事業所（介護・障がい）の人材の充足感は低下（指標）
×事業所の雇用者数・離職者数は離職者数が雇用者数を上回っており、十分な人員を確保できていない。

（指標）等
・ボランティアセンター運営員会、とよた市民福祉大学運営委員会等における評価
・地域とのつながりが少なかったが、ボランティアに参加して自分にも地域に貢献できることがあると実

感し、地元の人たちとの会話を通じて地域課題を知った。（エピソード）
〇・×紐づく取組の評価
（2）多様でゆるやかな「つながり合い」創出の促進○、× （3）認め支え合う～○、×（4）意思決定支

援～○、×等

(1）地域における福祉の担い手づくりと活躍支援
〇活動に繋がった地域人材の数は現状値と比較して増加傾向（指標）
✕福祉事業所（介護・障がい）の人材の充足感は低下（指標）
×事業所の雇用者数・離職者数は離職者数が雇用者数を上回っており、十分な人員を確保できていない。

（指標）等
・ボランティアセンター運営員会、とよた市民福祉大学運営委員会等における評価
・地域とのつながりが少なかったが、ボランティアに参加して自分にも地域に貢献できることがあると実

感し、地元の人たちとの会話を通じて地域課題を知った。（エピソード）
〇・×紐づく取組の評価

地域人材の育成と活躍支援
・ボランティア登録者数は559グループ（27,029人）（現状値比 11%増）
地域人材と専門人材の橋渡し
・プラットフォーム参加団体数20団体、生み出された取組数15事例
専門人材確保・育成支援、権利擁護支援の担い手づくり～ 2

※参考指標
〇日頃の生活の中で生きがいを感じている市民の割合は向上（目指す方向↑）
〇１年以内に新たな活動や学びの機会を持った市民の割合は向上（目指す方向↑）
〇ボランティア活動やNPO活動に参加している市民の割合は横ばい（目指す方向↑）
×地域の活動に参加している市民の割合は低下（目指す方向↑）
×自分にはつながりがあると感じている市民の割合は低下（目指す方向↑）


